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私 は創設4年 目に着任 し、2000年3月 まで図

書館情報学科 の歴史 の ほぼ前半 を学科 と共 に過

ご した。津 田良 成先生 は じめ創設 当時 の先生方

も多 く亡 くな られ、 いつの間 にか私 は最長老 に

な って しま った。創設 当時の詳細 は斉藤孝、 岡

澤和世、野添篤 毅 らの諸先生 にまかせ て、私 は

図書館情報学科 の発展 の歴史 を辿 りつ つ、忘 れ

か けた記憶 を頼 りに記 す ことに しよ う。

名大から淑徳大へ

1988年1月 は名大 の定年 直前 で、研究 に区切

りをつ けよ うと して忙 しく、 定年 後 の身 の振 り

方 は念頭 になか った。 そん な とき研究室 に訪 問

客 があ った。愛 知淑徳大学 の鳥居大 さん と小林

春治 さんで、4月 か ら愛知淑 徳大学へ来 て くれ

との唐突 の申 し出だ った。私 は仕 事 の内容 も給

料 の ことさえ も聞かないで 「ああ、 いいです よ」

と即答 して しま った。 ど うせ教 養科 目で も受持

つ のだ ろ うと思 い、取 り敢 えず いいや、 との気

持 ちだ った。 こんな人 間 もい るのか と、 お二人

は驚 かれ ただ ろ う。愛知淑徳 大学 が女子大 の こ

と ぐらいは知 っていたが。 で もど うして私 が定

年間近 と知 ったのか不思議 だ った(後 に中学 で

同期 の富永伸君 が学園理事 を して い ると知 り、

この線 か らなのか な と想像 した)。3月 末 か4

月初 めだ ったか に星が丘 キ ャ ンパ スで任命式 が

あ り、 そ こで図書館情報学科 に所 属す る ことを

知 った。 ここで一緒 に赴任 す る菅野育子先生 に

初 めてお会 い した。学科 は司書 を養成 す る為 の

ものかな とか、 コ ンピュー タを導入 して図書管

理 の効率化 を計 る為 の ものか な と想像 は したが、

ど うせ生物 か化 学 を易 しく教 えれ ばい いだ ろ う

と思 って いた。 ただ校訓 は私 の学 ん だ中学(旧

制 の愛知一 中、今 の旭丘高)に 非常 に似 て いて

女子大 らしくない とは思 った。で も親 しみを感

じた ことだ った(後 に理事長 の小林素三郎 さん

は愛知一 中 の先 輩 であ り、学 長 の素文 さん は旭

丘高 の後輩 で あ ると知 った)。

津田先生 にお会い した頃

その後 レセプ シ ョンが あ って、学長 さんか ら

津 田先生 を初 めて紹介 され た。 とて も親 しみや

す くて話 が合 いそ うな方 だ とい う第一 印象 だ っ

た。1号 館 の2階 に部屋 を与 え られて、淑徳 で

の生活 が は じま った。部屋 は西 の端か ら津 田先

生、大井正一 先生、私、野 崎六三先生 …… とい

う順 だ った と記 憶 して い る。 大井先生 も時々私

の部屋 にみえ たが、津 田先生 は もっと頻繁 に来

られて、実 は情 報 に関 す る基 礎か ら応用 まで を

含 む学科 を作 りたか ったが、 文系 の大学 で は駄

目と文部省 に許可 されなか った とか、 コ ンピュー

タに関す る技術 と応用分野 を情報科学 と世 間で

は言 って い るが、本 当 は情報 とは一体 は何 か と

い う理論 的基礎 とその応用 を研究す る学 問を情

報科学 とい うべ きとか、慶応義塾大学が図書館 ・

情報学科 と中 ボチを入 れて い る理 由 とか、様 々

な ことを実 に熱 っぽ く語 られ た。 それで私 は単

に教養科 目だ けで はな くて、 生命 の科学 の面 か

ら情報 そ の ものを掘 り下 げ ることを求 め られて

い る と理解 して、身 の引 き締 ま る思 いが した こ

とだ った。確 か に図書館学 は学術的 に弱 く、 図

書館情報学 と名前 を変 えて も、 コ ンピュー タを

導入 した単 に新 しい図書館学 とい うので は、学

問 的基礎 が確立 した ことにな らない。理論 的 な

面 か ら情報学 の基礎 を構築 し、 中身 のあ る新 し

い分野 の創 出が必要 と津 田先 生 は感 じてお られ
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た。 私 も同 感 で 、 生 命 の面 か ら私 な りに 考 え、

遺 伝 情 報 系 と言 語 情 報 系 に は強 い類 似 性 が あ る

と気 付 い た 。 そ して生 体 情 報 か ら物 質 、 エ ネ ル

ギ ー、情 報 の 相 関 を 考 え 、脳 神 経 系 の情 報 処 理 か

ら情 報 の 定 量 化 の 可 能 性 を探 った り、 情 報 力 学

の構 築 を試 み か け た り したが(S.TAKEMURA;

J.Lib.Inf.Sci.vol.10,1997.p.1-17.&

vol.12,1998,p.27-42.S.TAKEMURA&

M.NIWA;ibid.vol.14,2000,p.49-63.竹 村

彰 祐;情 報 知 識 学 会 誌.Vol.10,2000,p.2-27)、

ま さ に浅 学 非 才 、 い た ず らに馬 齢 を重 ね るの み

だ っ た。

こん な こ と が あ っ た。 津 田先 生 は私 の部 屋 に

時 々 チ ョコ レ ー トを持 って きて下 さ った。 気 を

遣 って 下 さ らな くて も と思 い、 あ る と き次 の様

な話 を した 。 私 は 以 前 に慢 性 膵 炎 を患 い 、 医者

に脂 っ こ い もの の 食 べ過 ぎだ 。 何 か 思 い 当 た ら

な い か と しつ っ こ く尋 ね られ た。 強 いて 言 え ば

チ ョ コ レ ー ト ぐ らい か な と答 え る と、 医者 が そ

れ に違 い な い、 あ れ は99%が 脂 肪 だ か らと云 う

の で、 私 は 病 名 を 勝 手 に チ ョコ レー ト性 慢 性 膵

炎 、 略 して チ ョ コ膵 と名 付 け て い る とお話 した

ら、 先 生 は チ ョ コ膵 が気 に入 られ た よ うな ので 、

つ い 私 も興 に 乗 っ て、 「先 生 、 こん な の は ど う

で す か 。 私 が チ ョコ膵 か チ ョコ膵 か と呟 きな が

ら道 を歩 い て い る と、 横 丁 の ご隠 居 に ば った り

出会 い 、 ご隠 居 が 「チ ョ コ膵 とは何 の こ とだ い」

と 聞 くの で 、 件 の 話 を した ら、 ご隠 居 が 「チ ョ

コ レー トは い け な い ね。 あ れ は モ ーパ ッサ ンだ

よ」 「え っ、 も う ば っ さ り?死 にか けで す か」

「い や モ ーパ ッサ ンだ よ、 『脂 肪 の 塊 』(彼 の代

表 作 の 一 つ)だ よ 」」 と落 語 仕 立 て で お 話 した

ら、 先 生 は 非 常 に 喜 ば れ 、 これ が逆 効 果 で 以 後

毎 日 「チ ョコ膵 で は駄 目で す ね」 とチ ョコ レー

トを見 せ び らか しな が ら、 部 屋 に来 られ る様 に

な っ た。 他 の先 生 方 に も この話 を して み た が、

モ ー パ ッサ ンの と こ ろ で す ぐに反 応 され た の は

津 田先 生 だ け だ った。先 生 も私 と同様 に大 変 チ ョ

コ レー トが お好 き だ った。

斉藤先生との思い出

私 は着任 す る と間 もな く都 築先 生 か らゴル フ

部 の顧 問を頼 まれ二年 ほど勤 め た。 ゴル フは森

林 を広 々 と切 り開 い た コースで プ レーす る大変

贅沢 で勿体 無 いス ポー ツで、 テニス コー トな ら

何百面 作 れ るか と思 うと好 きになれ ず、専 らテ

ニ ス コー トで斉 藤先生 とプ レー して いた。 先生

も私 同様 テニ スが大好 きだ った。 す る とテ ニス

部部長 の横 山美津 代君(当 時国文3年 生)か ら

テ ニス部顧 問 にな って欲 しい と依 頼 され た。 渡

りに舟 と、 部員 とプ レーで きる ことを条 件 に引

き受 けた。

斉 藤 さん の プ レー は物 凄 くパ ワフルで、悪 く

云 え ば無 茶振 りで、力 を入 れ れば入 れ るほど ラ

ケ ッ トの振 りが早 く、 左斜め にボールが飛 ぶ。

最初 はその強打 に戸惑 ったがす ぐに馴 れ、彼が

打 つ直前 に右 に走 り出 して対 抗 した。 やが て職

員 や院生 で好 きな連 中 を集 めて同好会(メ イ プ

ルテニス クラブ)を つ くり、学長 さんに優勝 カ ッ

プを寄 贈 して も らった り した。

情報 科学 教育 セ ンター長 を兼務 して いた斉 藤

さんのテクノ レデ ィー養成 と云 うキ ャ ッチ フレー

ズ は とて も新鮮 に響 いた。 ただ これ は単 に コ ン

ピュー タが扱 え る司書 の養成 と曲解 され る恐 れ

もあ り、他 の キ ャッチ フ レー ズ も必要 と考 え た

が思 い付 か なか った。 また斉藤 さん は文 化情報

学 と応 用情 報学 の二分 野 を学 科 の構想 と して提

唱 され た。 これ はテ クノ レデ ィー構想 を補完 し

て面 白 い と感 じたが、新 しい図書 館学 は どち ら

に入 るのか、 それ らの中身 は ど うなのか と悩 ま

しか った。

そ の頃(私 の主 任 の期 間 の多分 後半)村 主朋

英 さん を ま とめ役 と して学科 の将 来計 画 を先生

方皆 で盛 ん に考 え た。 津 田先 生 は横軸 に図書館

学、 縦軸 に遺伝子 か ら社 会知 識 の形成、 その中

間 に図書館 情報学 及 びそれ らの関連分野 を整理

して 図示 され た(図1)。 非 常 に良 く出来 て い

た。成 果 は と もか くと して、 熱 っぽ く議論 した

あの頃 が懐 か しい。

斉 藤 さんか らは沢 山 の著書 を私 の定年 後 にま
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図1.図 書 館 情 報 学 科 関 連 の 諸 分 野

*津 田 先 生 自筆 。 当 事 配 布 さ れ た コ ピー の再 コ ピー

で も頂 い た。2004年 に 出 版 さ れ た 『「記 録 ・情

報 ・知 識 」 の 世 界 』 の 中 で 斉 藤 さん は 〈わ か る

〉 こ とは 〈分 け る〉 こ とで あ る と述 べ て お られ

る。 以 下 に氏 へ の 私 の 返 事 の 一 部 を 記 す 。 「… …

こ う して(私 な りに)情 報 の 基 礎 を考 え る う ち

に 、 言 語 の意 味 は差 異 化 に よ って 生 じ、 情 報 の

基 盤 に は 〈分 類 〉 が 関 与 して い る、 つ ま り理 解

す る とい う こ との基 礎 に は 分 類 が あ る、 と思 い

至 り ま した(J.Lib.Inf.Sci.vol.14.2000,

p.49-63)。 こ れ は ま さ に 斉 藤 さ ん の 言 わ れ る 〈

わ か る〉 こ と は 〈分 け る〉 こ とで あ り、 〈分 け

る〉 こ と に よ って 〈わ か る〉 の だ と思 い ます 。

この 点 で 斉 藤 さん の お考 え と何 か 一 脈 相 通 じ る

と こ ろが あ る… …」。

学科主任 にな って

最初 の主 任 は大井 先生(1985-86)、 次 は津 田

先 生 で1987年 か ら90年 まで4年 間勤 め られ、 そ

の後 を私 に託 そ うと され た。 もともと図書 館学

も情 報学 も専 門外 だ った私 はか な りた め らい、

余生 を気 楽 に過 ごす積 もりで い たの に、他 の先

生方 が何 も仰 らないので引 き受 けざ るを得 なか っ

た。1991年 か ら4年 間勤 め た。1995年-99年 を

野添 先生 が、2000年 か らは山崎茂 明先生 が 引 き

継 が れた。

新 棟(研 究棟)に 引越 したの はまだ津 田先生

の主 任 の ときだ った と思 う。 新 しい居室 を決 め

るのに皆 さん遠慮 して い るので、 私 はため らい

な く606号 室 を選 ん だ。 そ の わ け は、 性 病 の一

種 で あ る梅 毒 の治 療 に用 いた特効 薬 サ ルバ ル サ

ンを昔 は通 称606号 とよんで い たの で、 誰 も こ

の部屋 は選 ばな くて空室 にな るか もと咄嵯 に思 っ

たか らだ った。 この薬 の通称 も津 田先生 しか ご

存 じな く、私 の空振 りだ った。妙 な ことを記憶

して い る ものだ。

主 任 にな って間 もな くだ ったが、村主 さん の
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ゼ ミ生 の後 藤聖美 さんが倒 れ て、一 宮市 民病 院

に入 院 した。私 は村主 さん と共 に取 り敢 えず病

院 に駆 けつ けた。 その うち に意識 は戻 ったが記

憶をか な り失 って不 自由な体 にな った。 その後

の様子が気 にな って、私 は年 賀状 を出 し続 けた。

何年か経 って聖美 さんか ら賀状が届 く様 にな り、

ホ ッと した。最初 は一字 か二字 で とて も読 めず、

母親 の添 え書 きで様子 を知 った。遅 々で はあ る

が少 しづ つ字 が形 に な り回復 具合 が わか って嬉

しか った。 今 で も賀状 をや りと り して い る。

主 任 の初 年 度 に学 生 定 員 が1.5倍 に増 え、 既

に大学 院 も設置 されて いて事 務量 も増 え、学生

実習 に先生 の手 が回 らな くな って きた。 それで

実習助 手 の必要性 を学長 さん に訴 え て、1993年

に水野(現:加 藤)陽 子 さん、翌年 に草 田(現:

杉浦)直 子 さん、 翌 々年 に岩 井(現;鈴 木)尚

子 さん の ポス トを得 た。 三人 目の実習助手 を お

願 い した ときは、 さすが に学 長 さん は うん と仰

らず、 話 し合 いは物別 れ に終 わ った と思 って い

たが、 翌春 に ポス トが付 いて いて、 聞 き届 けて

下 さ って いたんだ と知 り、大 変有 り難 か った。

この年 には津 田先 生 を名誉教 授 に推 薦 した。 翌

年、野 添先 生 が主 任 にな られ た年 に は図書 館情

報学科 創立10周 年 記念講 演会 が あ り、前年 か ら

その準 備 の会合 が しば しば開か れ た。

私の講義 に関連 して

私 は教 養科 目 「生命 の科 学」 と、 専 門科 目

「情報学Ⅰ(生 物の情報 システム)」 とを受 け持 っ

た。名大時代 と比べるとノルマはかなりきつか っ

たが、研究か ら教育 に梶 を切 った私 にはさほど

苦 にな らなか った。「生命 の科学」 は最初 の数

年間で、専 らプ リン トを使用 した。 図書館情報

学科 だ けでな く英文学科や国文学科 の1、2年

生 に も講義 した。英文学科 の学生 はお喋 りがひ

ど く、少数 の真面 目な学生 にはさぞ迷惑 だ った

だろう。 しか し私 の教え方 の未熟 さも大 いにあ

ると反省 した ことだ った。図書館情報学科 の学

生 はさほど騒がず、真面 目な学生が多か った。

専門科 目で は生物 を情報 の面か ら解説す るのに

適 当 な書物 や テキス トが な く、赴 任 の最 初 の1

年余 りは教 科書 の原稿 作 りにかか った。 文系 の

学生 に は少 々難解 か も知 れ ないので、理 解 しや

す い様 に苦 心 した。講談 社 サイ エ ンテ ィフ ィク

か ら 「生物 の情報 システ ム」 と して1990年 春 に

出版 され、 ど うや ら講義 に間 に合 った。 この本

は割合 に評 判 が よ く、 い くつ かの大学 で教 科書

と して使 わ れ、 多少 の印税 が10年 を超 え て入 っ

て きた。97年 には内容 をか な り新 しく した新版

を出 した(現 在 は廃刊)。

講 義 は主 にOHPと 板 書 を用 い、 レベ ル を下

げず に理解 して貰 え るよ うに腐心 した。 自分 も

知 らない分 野 が多 く、学 生 と共 に学 ぶ ことが 出

来て幸いだ った。時には机 の間を歩 き回 り、ジ ョー

ク も交 え た。 いつ ジ ョー クが 出 るか と聞 き耳 を

立 て ると 自然 に講 義 が耳 に入 る。 今 は遺伝 子 だ

のDNA診 断 だ の と新 聞紙 上 に もよ く出て くる

ので、 私 の講義 は 日常 の生活 に役 立 って い るだ

ろ う。講義 の他 に実 習 「図書館情報学特 殊演習」

も受 け持 った。

講 義 に関連 して こん な こ と も した。1990-92

年 には4年 前期終 了後希 望者 を募 り、名 古屋 大

学 臨界 実験 所(三 重県 菅 島)の 所 長 の林博 司先

生 に頼 み、1泊2日 の泊 り込 みで ウニの発生 を

実験観 察 させ た。 実験 所 に来 る名 大大学 院生 と

あわよ くばカ ップルが で きるか もと期待 したが、

当 時 は私 の耳 に入 らず、 か な り後 に一組 で きて

仲良 く暮 らして い る と知 った。林 さん は後 に堀

田康雄 先生 を挟 ん で私 の後任 にな った。

ゼ ミ合宿 と卒論(竹 村ゼ ミを中心 に)

赴任 した翌年(1989年 度、2期 生)か らゼ ミ

生 を持 った。 ゼ ミの 目的 は卒 業論 文作成 の指導

で、先 ず論 文 とは ど うい うもので、何故論 文 は

必要 か、論 文 の構 成 内容等 を説 明 し、 その後卒

論 の題 目を考 えて も らった。 テーマ に必要 な論

文 を検 索 し取捨選 択 して収集 、 内容 を理 解 して

論文 を構成 す るの に役立 ち、 かつ 自然科学 系 な

らどん な テー マで も一 応良 しと した。勿論 私 の

未知 の分野 も多 か ったので、認め ると同時 に、
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ゼ ミ生 に知識 を提供 す る為 に彼女等 に負 けない

で多種多様 な書を読 みあさった。 それ はまた私

にとって広 く勉強す る良 い機会 で もあ った。や

がて学生数の増加で先生方 の卒論指導の負担が

大 き くな り、1994年 には3年 生 の夏休み前 に卒

論か特殊演習(二 科 目)か の何れかを選択す るこ

とになった。志望 に偏 りが多 くて人数の調整 に

苦労 した。3年 後期 は卒論 のテーマを決 めて文

献 を収集 し、4年 前期 には章立 て とその内容の

概要が出来 ない と卒業 に間 に合 わない。卒論の

進捗状況を把握 し、 問題点 を整理 してその作成

を助 ける目的で、主 として4年 の夏休みが終わ っ

た直後 にゼ ミ合宿 を して卒論 の中間発表 を行 っ

た。

1989年9月7、8日 に津 田先生 と菅野先生 に

誘 われて3ゼ ミ合同で行 ったのが最初 のゼ ミ合

宿 と思 う。私 は初 めての経験で見学 の積 りだ っ

た(表1参 照)。 翌90年 私 は合宿 の効果 を確 か

めよ うと単独 で行 った。 ゼ ミ生 が決 めた トヨタ

の研修所(浜 名湖北 の丘上)で 行 った。初 日は

ゼ ミ生 の車 に同乗 したが生 憎 雨 で、 東名高 速 を

140kmで 飛 ば され、 ス リップ しそ うで怖 か った。

以 後事故 予 防 の為 ゼ ミ生 に は車 を使 わ せず、公

共 の乗 り物 を使 うことに した。 その直後菅 野 ゼ

ミに誘 われ箱 根仙石 原 に行 き、女子 の取 り扱 い

方 を少 々学 ん だ。

翌91年 か ら本格的 に合同 ゼ ミ合宿 が始 ま った。

加 賀 山代 荘(国 家公 務員共 済組 合宿 舎)は 畳 が

ボ ロボ ロで臭 くて閉 口 した。 ゼ ミを合 同です れ

ば他 の ゼ ミの進捗状 況 と卒 論 内容 を互 いに比 較

で き、教 員 に もゼ ミ生 に も大 い に役 立 った。

合 同 ゼ ミは参加者 数 が多 くな り、93年 度 か ら

は実 習 助 手 がOHPや 投 影 ス ク リー ンを運 び込

んで運営 を サポー トして くれて大 いに助 か った。

94年 か ら竹村 ゼ ミは3年 ゼ ミ生 も自由参加 に し

た。 「男女 の生 み分 け」 の発 表 で は両 性 の接 し

表1.ゼ ミ合 宿(卒 論 中間発表 会).竹 村 関係分 の み.

実施年月日

1989-9/7,8

1990-8/28

〃9/7-9

1991-9/10-12

〃9/16-18

1992-9/1-3

〃9/9-11

1993-9/1-3

〃9/8-10

〃9/14-16

1994-9/7-9

〃9/12-14

1995-9/11-13

1996-3/4-6

〃9/9-11

1997-9/11-13

1998-9/17,18

〃9/25

1999-9/23,24

参 加 ゼ ミ

津 田,菅 野,竹 村

竹 村 ゼ ミ単 独

菅 野 ゼ ミ単 独

逸 村,村 主

津 田,菅 野,竹 村

津 田,竹 村

菅 野,逸 村,村 主

逸 村 ゼ ミ単 独

菅 野,村 主

津 田,竹 村*1

逸 村,菅 野,村 主*2

竹 村 ゼ ミ単 独*3

竹 村,野 添

逸 村 ゼ ミ単 独*4

野 添,竹 村

竹 村,野 添*5

竹 村,菅 野

全 ゼ ミ生 合 同

竹 村,野 添,堀 田,山 崎

他の参加者(院 生、実習助手等)

竹村

竹村

村主

竹村

竹村,村 主,原 田(慶 大)

竹村,逸 村,村 主

逸村,村 主,菅 野,三 輪,水 野

竹村,原 田,水 野,草 田,院 生

逸村,水 野,草 田,渡 辺

草 田,岩 井,渡 辺,久 野

竹村,久 野,広 田,山 西,四 谷,

水野,草 田,岩 井

草 田,久 野

久野,水 野,草 田,岩 井

水野,岩 井

他学科 の学 生 も聴講可能で行 う

水野,杉 浦,岩 井

実 施 場 所

不明(淑 友館?学 内?)

トヨタ研修所

箱根 仙石原 サ ンテ ラス

軽 井 沢 ホテル エ ク シブ

熊野 灘 レク リエ ー シ ョンホテル

加賀 山代荘(国 家公務員共済)

熊 野 灘 レク リエ ー シ ョンホテル

ホテル エ クシブ鳥羽

淑友 館

志摩 合歓 の郷 アネ ックス イ ン

岐阜 県 ギ ャラク シーホ テル

浜名 湖 レークサ イ ドプ ラザ

湖西 市 グ ラ ン ドホ テル湖西

ホテル エ クシブ鳥羽 ア ネ ックス

福井 県三国 町 ポー トヒル芳泉

浜名 湖 レークサ イ ドプ ラザ

浜名 湖 レークサ イ ドプ ラザ

学 内721,722教 室 同時開催

浜名 湖 レークサ イ ドプ ラザ

*1こ の 時 か ら実 習 助 手 が 手 伝 う(投 影 機 材 の運 搬
、 設 営 等).*2院 生 の 有 志 が 参 加 し始 め る.

*33年 ゼ ミ生 の 自由 参 加 が 始 ま る
.*43年 特 殊 演 習 の ゼ ミ生 自 由参 加.*53,4年 特 殊 演 習 ゼ ミ生 自由 参 加.
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方 の少 々 デ リケ ー トな こ とに ゼ ミ生 が言 及 し

(真 面 目にで あ る)、 逸村裕 先生 が赤 面 したのを

懐 か しく思 い出す。 中休 みか終 了後 か にテニ ス

コー トを2時 間程借 り切 って楽 しん だ。98年 度

は全 ゼ ミ合 同 も試 み、学 内721と722の 隣 り合 っ

た二教 室 で、 他 の学 科 の学 生 も自由に参加 で き

る形 で行 な った。

名大 の理 系 で は ご く当然 の よ うに卒論発 表会

を公 開で行 って いた。 ゼ ミの先 生 自身 が 自分 の

ゼ ミ生 の卒論 の合否 を決 めて は、 自ゼ ミ内 ばか

りか他 ゼ ミとの間 に不平等 を生 む恐 れ が あ る。

津 田先生 は発 表会 をす るこ とにす ぐ賛 同 して く

れ た。1991年1月 下 旬 に は津 田ゼ ミと竹村 ゼ ミ

が発表 会 をそ れぞれ単独 で行 な い、 終了後 両 ゼ

ミ合 同で学 内 で打 ち上 げ コ ンパ を した ことを思

い出す(表2)。

93年 か らは卒論 の合 同発表会 が本格 的に始 ま っ

た。 津 田 ゼ ミの 原 木(現 小 林)晴 子 さ ん は

「bookwormの 駆 除 とそ の薬 剤 の副 作 用 」 につ

いて話 され た。先生 方 の質 問 が済 んで か ら、私

は 「貴女 は本 を読 む のが お好 きですか」 と尋 ね

た。 彼 女 は真 面 目に 「ハ イ、 好 きです 」。 そ こ

で私 は 「それ で は貴 女 も本 の虫 なんだ」 と返 し

た。彼女 に最 近会 ったが、今 で も駆 除 され ない

で健在 で あ る。94年 か らは全 ゼ ミ合 同 にな り、

ECホ ールNとS両 室 の会 場 で 同時 に開催 した。

聞 きたい発表 を逃 す まい と両会 場 を行 った り来

た り した。96年 にはそれ に野 添 ゼ ミの特殊 演習

1件2名 が加 わ り、98年 は野 添、竹 村 ゼ ミか ら

各1件 加 わ り演習室 で デモ ンス トレー シ ョンも

行 な った。99年 は菅 野、 竹村両 特演 ゼ ミ、2000

年 は菅野 、竹 村、 山 崎各 特演 ゼ ミも加 わ った。

以下 に竹村 ゼ ミの卒論 テ ーマを少 々挙 げてそ

の多様 さを示 して お こう。

・ 「遺伝 子構 造 と機 能 の検 索 プ ログ ラム」(199

1年 度)。 幼 稚 なBASIC言 語 で作成 。

・ 「ダ ウ ン症 の発生 要 因 と出生 前診 断 の現 状 に

つ いて」(1992年 度)。 羊 水穿 刺法 も記載。

・ 「生 命 の 自己組織 化(秩 序 の形成)」(1993年

度)。 生物 の構造 形成 の理論 的展 開。

・ 「放射 線 の人体 に及 ぼす影響 につ いて(も し

名古 屋 に核 爆弾 が落 され た ら)」(1994年 度)。

表2.卒 業論文発表会

実施年月 日

1990-1月 下 旬

1991-1/24

1992-1/28

3/23

1993-1.19,20

1994-1/25,26

1995-1/24,25

1996-1/25

1997-1/24

1998-2/5

1999-1/29

2000-1/28

発 表 者 及 び 参 加 者

竹 村 ゼ ミ単 独.全 員 参 加 全 員 発 表(1人10分).

全上(1人15分).

全上〃

津田,菅 野両 ゼ ミ一部発表(1人30分).両 ゼ ミ全員,竹 村,村 主参加

津田,竹 村両 ゼ ミ全員発表(1人10分).両 ゼ ミ全員,先 生 自由参加

全 ゼ ミ合 同全員発表(1人6分).3年 生全員 と先生 全 員参 加,他 学

科の学生 にも開放.

全ゼ ミ合 同全員発表(1人6分).3年 生全員 と先 生 全 員参 加,他 学

科の学生 にも開放.

全 ゼ ミ合 同全員 と野 添特殊演習 ゼ ミよ り2名 発表(1人6分).

3年 生全員,先 生全 員,他 学科学生 に も開放.

全 ゼ ミ合同全員発表(1人6分).3年 生全員 と先生 全 員参 加,他 学

科の学生 にも開放.

全 ゼ ミ合 同全員(1人6分)と 野添 ・竹村両特殊 演 習 ゼ ミ各1件 発

表(1人15分).3年 生全員,先 生全 員,他 学科学生 に も開放.

全 ゼ ミ合 同全員(1人6分)と 竹村 ・菅野両特殊 演 習 ゼ ミ各1件 発

表(1人15分).3年 生全員,先 生全 員,他 学科学生 に も開放.

全 ゼ ミ合 同全員(1人6分)と 竹村 ・菅野 ・山崎 特 殊演習 ゼ ミ各1

件発 表(1人15分).3年 生全員,先 生全員,他 学科学生 に も開放.

実 施 場 所

学 内331教 室

学 内133教 室

学 内622教 室

中 村 区 日赤 東 の大 観 荘

学 内ECホ ー ルN

学 内ECホ ー ルN,S同 時

学 内ECホ ー ルN,S同 時

学 内ECホ ー ルN,S同 時

演 習 室 も使 用

学 内ECホ ー ルN,S同 時

学 内ECホ ー ルN,S同 時

演 習 室 も使 用

学 内ECホ ー ルN,S同 時

学 内ECホ ー ルN,S同 時
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放射 性 同位元素 と放射 線 の種類、 その人 体 へ

の影 響、 名古屋 上空 で の核 爆発 に よる熱 線、

爆風 、風 速 と風 向を考 慮 した放射 性 降下 物 に

よ る被害 の大 きさ とその及 ぶ範 囲 を計算 で推

定 して い る。福 島の原 発事 故 の被 害範 囲 の推

定 が遅 くて問題 にな ったが、文系 の ゼ ミ生 で

さえ16年 も前 に試算 が可能 で、被 害 は長 円形

に広 範 囲 に広 が る ことを示 して い る。

・ 「意 識 は脳 の ど こにあ るか」(1995年 度) 。

・ 「古代 のDNA試 料 か ら見 た生 物進 化」(1996

年度)。

・ 「宇 宙 環 境(人 類 が宇 宙 で生 活 す る に は)」

(1997年 度)。

大学院創設 とその後の展開

1989年 には図書館情報学専攻博士前期課程、

91年度に後期課程が設置 された。津田先生の並々

な らぬ ご尽力の賜物だ と思 っている。大学院で

は何 を研究 し如何 に指導す るか、院生 は勿論 の

こと何人かの先生方 に最初 は戸惑 いが見 られた。

逆 に図書館関係 は素人同然の私 もど う指導 した

ものか とかな り迷 ったが、情報学の構築 を目指

して研究指導す ることに した。 図書館 に関連す

るテーマの中には、 これが大学院で研究す るこ

とかなと思 うもの もあったが、最初は心許なか っ

た院生 も数年経つ と次第 に院生 らしくなった。

その変化 に私 は励 まされた。

学位取得 に必要 な学位論文 の作成 には、研究

目的(明 らかに したい事項 とその理由、必要性、

新 しさ。それが明確でない とテーマは決 ま らな

い)、 用 いる方法 とその是非(正 当性 の検証)、

得 られた結果の説明、結論、考察を厳密 に進 め、

それを権威ある学術雑誌に発表す る必要がある。

多 くの院生 は目的の新 しさや方法論で引っかか っ

て しま う。

他 の一つの問題 と して、最初の頃 は先生方が

学位 を持 たず、院生の研究を学位 レベルで評価

して学位取得の指導をす るのに積極 的になれな

い様 に思われた。 そ こで先ず先生方 が学位取得

を経験す る必要があると感 じた。野添先生 の様

に既 に優れた論文 を多数発表 されていて大学院

の こともよ く理解 してお られ るのに、頑固に学

位を取得 しない方 もあるが、研究論文評価 の諸

問題で非常 に優れたお仕事 をされている山崎先

生 に先ず学位取得 を勧め た。定年間近だ った私

は審査委員(副 査)と して関与 し、私の退職後

間 もな く取得 された。

やがて院生 の中に も良 い論文の出来そ うな人

が出て きた。 た とえば高木美保 さん には論文を

まとめる様 に勧 めたが ・仕事 に追われた りして

機会 を失 った。研究結果をまとめて学位論文 に

仕立て上 げる要領 も必要 である。私 の知 る院生

の中で唯一学位を取得 し教員 と して働 いてい る

伊藤真理 さんのよ うに、新 しく衣替 えす る人間

情報学部で も教員 と して十分通用す る人物 は他

に もいるのに残念 に思 った。 山西(増 井)史 子

さん も誰に(も しか した ら出身学科 の先生 に?)

遠慮 したのか、学位論文 を作成 しなか った一人

だ。

文学部長の頃

学部 長 は学 長 さんが兼 務 して いたが、1997年

か ら教 員 の選挙 で選 出す る ことにな った。 突然

の ことで、わが大学 も民主化 しは じめたか と思 っ

たが、 多分学 長 さんの頭 に は学 部 を増 やす構想

が あ って、学 部長 の兼務 は無理 にな る との読 み

が あ ったの だ ろ う。私 は理学部 出身 だか らま さ

か 自分 が選 出 され る とは夢 に も思 わず、 ま さに

青天 の霹靂 だ った。国文学科 や英文学科 や コ ミュ

ニ ケー シ ョン学科 まで面 倒 を見 る自信 な ど全 く

な く、 辞退 す る積 りで、 学長 さん に少 し考 え る

時 間 を貰 った。 ところが直後 にイ ンフル エ ンザ

に罹 り、 いたず らに時が過 ぎて次 の教授会 が来

て しま った。 選 ば れ た事 実 は重 く受 け止め な い

と選挙 の意 味 を否 定 す る ことにな る と思 い、 や

む を得 ず 引 き受 け、学部 長室 に引 っ越 した。 セ

クハ ラな どの思 い掛 けない事件 もあ ったが、 ど

うや ら2期4年 間勤 めて定年 を迎 え た。
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終わ りに

1995年 度 か ら男 女共学 にな った。 男子学生 は

女子 に押 され て影 が薄 い印象 だ った。 現在 は ど

うだ ろ うか。2001年6月 に逸村 さん の発案 と ご

努力 で、学科 の同窓会 が催 され た。懐 か し思 い

出であ る。同窓会 は今 どうな って いるのだ ろ う。

この歳(卒 寿 が近 い)に な って も、 私 の ゼ ミ

生 や他 の先 生 の ゼ ミ生 だ った方 達 や、 卒業後 大

学 に勤 務 して いる方 々 に、食事 に誘 わ れ た り し

て お付 き合 いを して い る。 また時 に は街 で思 い

掛 けな く声 をか けた下 さ る卒業 生 の方 が あ る。

つ い先 日は英 文学科 の大 野光子 先生 も声 をか け

て下 さ った。 懐 か しく嬉 しい限 りで あ る。

来年 で新 し く人 間情報 学部 に移行 して図書 館

情報学科 が無 くな る との こと。 少 々淋 しい気 も

す るが、新学 部 は津 田先 生 や私 の描 いて いた理

想 にやや近づ くので はなか ろ うか と思 って いる。

あれや これや と思 い出す とき りが な いので、 こ

の辺 りで筆 を置 く。
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